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問題意識（本文1章）

研究の目的（本文2章）

研究の成果（本文4章）

集団思考の分析と考察（本文3章，4章）

観点「思考を知る」の基準解釈（本文5章）



問題意識：小4「何百何十÷何十で余りのある除法」授業

＜学習者＞
(正)170÷30

＝5余り20

(誤)170÷30
＝5余り2

＜望ましくない指導＞

・「余りは10倍する」と手続き的知識を教える．

・余りの処理が定着するように，練習を繰り返

す．

＜本研究が目指す指導＞

・余りの処理の意味を集団思考を促す．

・余りの処理を一時的に解決した後，その考え

方でよいか他の場合で確かめる活動を誘発す

る．

・さらに，桁数を変えた場合も考えることを促す．
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→本研究では，学習者が，自律的に新たな発展に取り組んでい

く授業構成と，その評価を目指す．



発展的思考・態度の状況（発展３状況）
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発見的
発展

構造的
発展

新たな
発展

構造的発展のきっか
けを生み出す，当面
の問題（狭義の意味）
から次の問題（狭義の
意味）へと発見的な気
付き．

構造化に向けて新しく見出した
概念や性質をより広い立場に
も適用しようとすることの「統合
」の働きと，その構造化に向け
た「簡潔・明瞭・的確」と「一般
化」の働きと，その過程．

発見的発展の過
程で得た知的欲
求により，構造化
した概念や性質を
，「数値を変える」「
場面を変える」「数
値と場面を変える
」「考察の視点を
変える」を行い，新
たに発展させる過
程．



本研究の目的

発見的
発展

構造的
発展

新たな
発展

【内容的発展習得型授業】

【指導的発展型授業】

【自律的発展型授業】

教師主導の
新たな発展

学習者の意思が働いて発展3 状況が展開する

新たな発展へと展開可能と判断することの評価基準が明確でな
いため，発展型授業の成否を同定できない．
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新たな発展へと展開が可能な集団思考の特徴を授業分析から明
らかにする．



研究の成果：新たな発展への移行判断

・転機となる発話が有効である．

・集団思考は，転機となる発話から肯定的な支

援を得て連続的に推移する．

→授業実践や授業評価においては，集団思考

の転機となる発話を捉え，肯定的に支援し，思

考が連続的に推移する過程に目を配ることで

ある．
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問題意識（本文1章）

研究の目的（本文2章）

研究の成果（本文4章）

集団思考の分析と考察（本文3章，4章）

観点「思考を知る」の基準解釈（本文5章）



構造化における思考（ポリア，1954）

解決に一歩近づくとはどういうことであるか．それは

われわれの知識を動員し組織化することであり，われ

われの問題に対する考えを革新することであり，われ

われの最終の結論を構成する段階を予知することであ

る．（p.196）

集団思考においても，構造化に近づく発話群の発生

が転機となって，学習者の困り感が解消されたり，転

機となった発話群を参考にして考えが整理されたりと，

構造化を果たし，新たな発展に向かうと考えられる．
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発展的思考・態度を視点とする授業評価モデル（佐藤他，2019）
教材を知る 反応を知る 思考を知る 展開を知る 数学をすることを知る

十
分
知
っ
て
い
る

系統性と関連性を知
り，Matl2）その意味
を理解している．

学習者が達成反応，不
達成となる反応をRe2）
多様に知っている．

学習者の反応から
思考過程を解釈し
Thk2）次の反応を

予想することができ
ている．

発展3状況を踏まえた授

業展開ができ，学習者
の状況に合った認知的
支援とメタ認知的支援
ができている．

数学の面白さや新たな発
展に向けた数学的活動
を知っており，学習者と
楽しめている．

知
っ
て
い
る

Matl1）系統性と関連
性を知っている．

学習者の達成状況また
は不達成なRe1）反応を
知っている．

学習者の反応から
Thk1）思考過程を

解釈することができ
ている．

発展3状況による授業

展開ができ，学習者の
状況に合った認知的支
援ができている．

数学の面白さや新たな発
展に向けた数学的活動
を知っているが，学習者
の視点に及んでいない．

よ
く
知
ら
な
い

系統性や関連性が
分からない．

学習者の反応を想定し
ていない．

学習者の反応から
思考過程を解釈す
ることができていな
い．

知識・技能の伝達・習得
に重きをおいた授業展
開であり認知的支援も
不十分である．

数学の面白さや新たな発
展に向けた数学的活動
を知っていない．

基
準
解
釈

Matl1）系統性と関連

性を知る：内容的発
展，発展問題の記載
内容で確認可能．

Re1）反応を知る：授業

構想や授業展開から，
発展的思考・態度として
望ましく，対応可能な反
応（水準とする思考）を
捉えていること．

Thk1）思考過程を
解釈する：

発展の３状況，認知，メ
タ認知

数学的活動，面白さ，楽
しさ

Matl2）系統性と関連

性の意味を理解す
る：発展の方向性や
困難さを適度に調整
すること．

Re1）反応を知る：授業

構想や授業展開から，
発展的思考・態度として
望ましく，対応可能な反
応（水準とする思考）を
捉えていること．

Thk2）次の反応を
予想する：

＊内容的発展の視
点

＊学習者個々の反応に
対応する視点

＊Matl：materialの略，Re：reactionの略，Thk：thinkの略
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表1：観点「思考を知る」の基準解釈

十分

知っている

学習者の反応から思考過程を解釈し，

Thk2）次の反応を予想することができて

いる．

知っている 学習者の反応からThk1）思考過程を解釈

することができている．

知らない 学習者の反応から思考過程を解釈するこ

とができていない．
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分析の枠組み
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集団思考
の状態

g 不十分な状態

P 転機となる発話

Tr 熟考された状態

教師
の支援

S
確認，補足，拡大が中心の支援
＊確認：学習者の発話や問題解決の状況を確認する．
＊補足：学習者の発話が明確になるよう補足を促す．
＊拡大：学習者の思考を，学習集団全体に広げようとする．

s

転換，提案，調整が中心の支援
＊転換：学習者にそれまでの文脈とは異なる視点からの思

考を促す．
＊提案：学習者に教師の意図した思考の方向性を示す．
＊調整：学習者の思考や表現を整理したり，補ったりする．



授業分析の対象

・教職経験28年を有する国立大学附属A小学校（A小）の教

師による小4「2桁の数のわり算」（第2時）の授業実践．

・指導内容は，何百何十÷何十で余りのある除法において，

余りの大きさを考えることである．170÷30の答え5余り20

を，5余り2とする学習者がいる．本実践は，その処理につ

いての検討である．

・教師Mは算数を専門とし，勤務校の第4学年3学級全ての

算数授業を担当．これまでの授業観察から適任と考えた．
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表2：構造的発展，新たな発展の発話群の概要

状 群 内容 変容過程

構
造
的
発
展

1 問題の焦点化 g→S→S→S→s→s→Tr

2 余り処理の説明 g→s→g→g→P→s→g→s→Tr

3 一般化の問題設定 S→g

4 一般化問題の解決 g→s→Tr

5 まとめ g→s→Tr

新
た
な
発
展

6 問題設定 (S→Tr→)S→s→Tr

7 問題の解決 S→Tr

8 問題の解決の共有 s→Tr→Tr

＊状：発展的思考・態度の状況，群：発話群
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転機となる発話の発生状況（表3：発話群2の抜粋)

C104（ヨウ）：この（17÷3=5余り2）17というのは，10のまと

まりが17なんですよね．

C106（ヨウ）：で，この3もそれと一緒で，この5はさっきトワ

さんが言った5つのグループに分けられるということで，こ

の2は，うんと，この5と違って10のまとまりが束？

P：問題場面に基づい

た説明をしており，余り

の大きさをイメージしや

すくなっていると捉えて

いる．

C107（ヨウ）：10っていう束で，うんと，ええっと，わ，うんと，

20だと思う．

T145：頭の中に折り紙が見える？[[補足]] s：問題場面に基づい

て説明するよう促す．T147：折り紙とかと合わせてお話できる？[[補足]]

C110（ハル）：まず，この170を10，170を10の束にして，そ

うすると，17束できますね．

g：問題場面に基づい

た説明ができ，学習集

団に受け入れられてい

ると捉えている．

C114（ハル）：30を10の束にすると，3束できますよね．

C116（ハル）：そうすると，だからつまりこれは17束を3束

ずつ分けると5グループに分けられたということになります

よね．

C118（ハル）：で，そうすると，束で配っているので，2束余

っていることになりませんか．
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C196：いけます． Tr：中心問題と同様に

解決できると，学習集

団は見通していると捉

えている．

T231：何でこれだといけると思ったの？[確認]

C197：10のまとまりが

T232：じゃあ，10のまとまりだったら，できるよね．[確認]

C198：はい．

T233：ほおん，10のまとまりだけ？[[確認]] s：10のまとまり以外を

考えるよう促す．C203：100のまとまり．

T236：100のまとまりってできるの？[確認]

T243：いける？[確認] *新たな発展への移行を肯定

C203：100のまとまり．

集団思考の連続的推移（表4：発話群6の抜粋)

内的疑問「他の場合も同じかな？」
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成果（表5：観点「思考を知る」の基準解釈）

基準 解釈

十分

知っている

Thk2）次の反応を

予想する

集団思考から転機となる発

話に着目でき，確認，補足，

拡大によって自律的に展開

していくと考えることができる．

知っている Thk1）思考過程を

解釈する

集団思考の認知的状態を

把握している．
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課題

本研究の基準解釈に基づき，授業実践

と同時進行で行う，授業実践中評価につ

いて検証する．
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